
 

     

中学部Ⅰ期 作業学習パワーアップ週間 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高等部 1年 Ⅰ期校内実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
第２号 

WEB増刊号 
進  路  指  導  部  

秋田県立ゆり支援学校 進路だより 

中学部、高等部 実習特集 

道しるべ



高等部２年 Ⅰ期校内・現場実習 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部３年 校内・現場実習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２５回秋田県障害者技能競技大会～アビリンピック秋田 
 アビリンピック（技能競技大会）の種目は、本校の生徒が出場した種目以外にも、「表計算」「喫茶

サービス」「木工」等があります。どの種目も制限時間が設けられ、時間内に作業（業務）を行い、完

成させることが求められます。また、アビリンピックをテーマにした「写真撮影競技」もあります。Web

増刊号では、本校の生徒が出場した種目を中心に、今回は出場のなかった競技の内容も掲載します。 

 出場した生徒は、この大会に向けて毎日のように放課後に練習を積みました。大会では、審査員や観

客に見られながら競技を行うという独特の雰囲気と緊張感の中、練習の成果を発揮しようと懸命に競技

しました。 

 アビリンピックには全国大会があり、各都道府県大会での成績を基に推薦されます。また 3年に１度、

国際大会も開催されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ワード・プロセッサ競技＞ 

 制限時間内で文書を作成します。印刷された課題文を基に、書式設定や

図表の挿入なども行うため、Word のソフトを使いこなすことが求められ

ます。辞書を持ち込むことはできますが、外部からの助言などは受けられ

ません。 

＜オフィスアシスタント競技＞ 

 配布物の準備、封入、仕分けの３つの作業

を２時間で行います。正確性、手際のよさが

審査対象です。また封入作業では、大切な書

類を美しく見せる工夫を求められます。 

＜縫製競技＞ 

 課題完成図などを見て、サロンエプロンを

作ります。アイロン、ミシンなどの用具の使

い方、縫製の丁寧さなどが審査対象です。 

＜ビルクリーニング競技＞ 

 模擬オフィスで時間内に課題（床清掃、机

上清掃）を行います。基本動作をいかに効率

的に行えるか、道具の扱い方も審査対象にな

ります。作業時間は 10分です。 

開会式 表彰式 

本校の原田雅樹さんが

選手宣誓を行いました。 

出場 6 名中 4 名が入賞しました。ビルクリーニング競技に出場

した佐藤怜奈さん（右）は県知事賞も受賞しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
進路指導主事コラム 「自信と憧れが将来への第一歩」 

他にも、石沢学校食堂や木のおもちゃ館の花壇、水林交差点角のゆり花壇への植栽と手入れも、

地域応援活動です。除草作業などで PTA 環境整備部の保護者の皆様のご協力もいただきながら、

児童生徒が地域の一員として活動しています。 

地域応援活動は自信を、学部間交流は憧れを育みます。どちらもよりよい将来に向かうために大

切な要素です。（詳しくは、進路だより２号「進路指導主事コラム」をご一読ください。） 

＜表計算競技＞ 

 表計算ソフトを使い、30分以内に表やグラ

フを作ります。正確に、効率よく制作や編集

ができるかがポイントになります。 

＜木工競技＞ 

 設計図通りに蓋付きの箱を作ります。工具

は持参することができます。設計図の細かな

指示を、正確に読み取る力も必要です。 

＜喫茶サービス競技＞ 

 模擬喫茶店で、接客を行います。参加選手

はグループに分かれ、グループ内で役割を分

担し、サービスを行います。業務の正確性は

もちろん、他の従業員との連携・協力や、お

客様の立場に立ったサービスが評価のポイン

トになります。 

小学部児童と高等部農園芸班の生徒が一緒に植栽したプランターは、高等部農園芸班と中学部２

年生が後日アクアパルに設置しました。また、地域のみなさんと一緒に、花壇に植栽を行いました。

お立ち寄りの際は、ぜひご覧になってください。 


